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ティ（Field aligned irregularities; FAI）と呼ばれるプラズマ不安定構造が発生します。これらは電波
伝搬に影響を与えることから、最近では例えば、GPS測位の劣化
要因と懸念されています。一方、電離圏では磁力線並行方向の導
電率が高く、電場がほとんど減衰せずに数百kmにわたって伝播
するため、E・F領域のプラズマ構造に電磁気的な相互関係があ
ると予想されてきました。我々はFERIX（F-and E-Region
Ionosphere Coupling Study）と呼ばれる統合観測を計画し、
2004年と2007年に実施して（それぞれFERIX-1及び-2）電離圏内
部に働く遠隔相互作用の検証を行ってきました。
図１に本観測の概念図を示します。E領域のFAI観測のため下
部熱圏プロファイラーレーダ （ーLTPR）を山形県酒田市に設置し、
MUレーダーからF領域FAIを観測することで、同一磁力線上に発
生するFAIを同時に捉えます。MUレーダーの優れた観測機能と
日本の地勢を活かしたセットアップになっています。このような
観測が実施できる地点は、世界中でも他に例がなく、本研究を極
めてユニークなものとしています。今回のFERIX-2観測では、
MUレーダーとLTPRの両方にイメージング観測手法を導入し、
2004年を上回る空間分解能を狙いました。さらにLTPRからの電波を新潟市西蒲区間瀬において同期受信
することで、バイスタティック・レーダー観測を実施しました。これによってE領域FAIの観測領域を拡
大すると共に、２方向からのドップラー速度が観測できます。
図２と図３に、それぞれ2007年７月10日の同時刻におけるMUレーダー（F領域）とLTPR（E領域）
のFAIイメージング観測結果を示します。両者の比較を容易にするため、図２ではF領域の現象を磁力
線に沿ってE領域高度にマッピングしています。F領域FAIは北西－南東に伸びる長い波面構造を示しま
すが、その内部にはいくつかの小領域が形成される様子が明らかになりました。F領域とE領域のFAIは
空間的には相補的に分布していますが、時間とともにほぼ同じ速度で西方へ伝搬します。これらから、
電離圏の分極電界の生成とそれによる電離圏の遠隔相互作用の一端を明らかにすることができました。
図１．FERIX観測の模式図．同一
磁力線に沿う電離圏E・F
領域を一気に観測する．
図２．MUレーダーによるF領域FAIイメージング観測
結果（磁力線に沿ってE領域高度に投影したもの）
図３．LTPRによるE領域FAIイメージング観測
結果
